
  
 

生徒・保護者版 

第 ２ 号 

令和７年５月１日発行                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒総会を実施しました 
令和 7年４月 23日（水）に生徒会長をはじめ、各委員会の委員長が令和７年度の活動方針と意気込みを発

表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育委員長 勝優太 

Catch-Phrase

「POWER！」 

体育の部の室内開催に向け

た競技の流れや運営の動きの

確認を執行部と連携を取って

スムーズに行いたい。 

生徒会長 奥山草平 

第 77回城陵祭 

 文化の部（8/30.8/31） 

 体育の部（9/1） 

城陵祭の活動が始まります。テ

ーマへの寛容性を取り入れ、ユ

ニークな催しを増やしたい。 

文化委員長 澤田成 

Catch-Phrase 

「万博以上が城陵だ。」 

大阪万博の盛り上がりに負

けない恵那高校の城陵祭を作

り上げるため、計画を立て早め

早めの進行を心掛ける。 

図書委員長 大崎結宇 

Catch-Phrase 

「おいでよ 知識の森」 

 多くの人に図書室を利用して

ほしいという思いから、読みた

くなるような良い本を置く。勉

強や考え事など、内面的な探

究ができる空間を作る。 

保健委員長 和木礼恩 

Catch-Phrase 

「はたらく保健委員会」 

全校生徒の健康を守るため 

ミクロなところまで誠心誠意

活動します。自分の体を知り、

健康づくりを意識した生活を

送ってもらいたい。 

 

生活委員長 鈴木颯 

Catch-Phrase「アイカツ!」 

挨拶とは、心の中の仁（他者

を思いやる心）が表面化したも

のなので、挨拶をよりよくする

ためには仁を育てることが重

要である。 

財政委員長 桑原悠汰 

Catch-Phrase 

「取捨銭択」 

 城陵祭活動において、無駄な

出費やミスがないように、会計

方法や注意事項、禁止事項の

確認を行い、完璧な会計を目

指して活動する。 

ボランティア推進 

委員会委員長 安藤颯良 

Catch-Phrase  

「君から始めるボランティア」 

ひとりひとりの積極的なボラ

ンティア参加を目指します。校

内の花壇づくりや、アフリカに

文具を送る活動をします。 

議長 佐々木月士  

Catch-Phrase 「らしさ」 

個性を大切にして自分らし

さを発揮できる学校にする。同

時に恵那高生らしさとはなん

だろうかを生徒みんなで考え

ていきたい。 

広報委員長 佐藤岬 

Catch-Phrase 

「コネクト～後方支援広報～」 

行事や生徒会の活動の情報

について様々な方法で伝えて

いくことで、生徒と生徒会を繋

ぎ、広報委員会の活動によって

学校内の風通しを良くしたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

全校生徒は、生徒会や各委員会の活動方針に拍手で賛同するとともに、前期最大の学校行事となる 

令和７年度の城陵祭（文化の部・体育の部）開催に向けて、イメージを膨らませる機会となりました。 

壮行会を実施しました 
 アジア大会・全国大会で活躍する生徒への壮行会を行いました。今回はコロナ禍で伝統の途切れていた応援

団と全校生徒による城陵歌での壮行会となりました。                                                   

  

カヌー競技「アジアパシフィックスプリントカップ」出場 有我 太志 

有我さんは 3月 24日～3 月 28日、香川県坂出市府中湖カヌー競技場で行われた「2025 カヌースプリ

ント日本代表選手選考会兼第 35 回府中湖カヌーレガッタ」に出場し、JMK-1 A 決勝で 8 位となり、「アジア

パシフィックスプリントカップ」に出場することになりました。本大会はアンダー18のアジア大会にあたります。 

日時：令和 7年 5月 8日（木曜日）～5月 11日（日曜日） 

場所：木場潟カヌー競技場（石川県小松市） 

軟式野球「全国高等学校軟式野球選手権大会 70回記念春の軟式交流試合 in甲子園」出場 岩山 大翔 

軟式高校野球が甲子園球場で開催されるのは初めてで、全都道府県から選手を選抜し、東西のチームに分

け交流試合が行われます。この大会の岐阜県から 1名の選抜枠に、恵那高校軟式野球部でキャッチャーを務め

る岩山大翔さんが選ばれました。 

恵那高校は、令和６年第 39回秋季東海高校軟式野球大会で優勝するなど優秀な成績を収め、軟式交流試合

実行委員会の審議の結果、岩山さんが西日本選抜チーム選手として選出されました。岩山さんは全校生徒に向

けて、「関わってくれた方や、野球部のチームメイトに感謝し、自分らしく思い切ってプレーしたい」と意気込み

を語りました。 

日時：令和 7年 5月 5日（月曜日・祝日） 

場所：阪神甲子園球場（兵庫県西宮市）※入場は事前予約制 ※バーチャル高校野球で試合経過を確認できます。 

環境美化委員長 町野秀明   

Catch-Phrase「汚片付け」 

掃除や整理整頓をして、勉

強や部活といった「青春のバト

ル」に有利なフィールドを作り

ます。掃除道具の必要数の確

認と分配や、ロッカーの整理

整頓を呼びかけます。 

 

選挙管理委員長 林芽依 

Catch-Phrase「一票入魂」 

開票作業において、皆さん

が「一票入魂」の気持ちを持っ

て入れた票、すべての票を正

確に点検し、計算する事で恵那

高校の生徒会を支えます。 

 


